　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「平成２７年度前期学校評価報告」
　
1． 今年度の重点評価項目

・豊かな経験を通し，主体的に遊ぶ子どもの育成

・コミュニケーション能力の育成

・多様な動きの獲得や体力・運動能力の基礎を培う保育の実践

2． 保護者アンケート結果報告（回答率92.7％）
A・・よくあてはまる　B・・あてはまる　C・・どちらともいえない　　D・・あてはまらない
回答は，％で表しています。

	設　問　項　目
	Ａ
	　Ｂ
	Ｃ
	Ｄ　
	無答

	子どもの姿

	1 
	自分から遊びを見つけ，楽しんで遊んでいる。
	57.9
	34.2
	7.9
	0.0
	0.0

	
	2 
	友だちと一緒に遊ぶことが好きである。
	65.7
	23.7
	5.3
	5.3
	0.0

	
	3 
	体を動かして遊ぶことが好きである。
	60.6
	36.8
	2.6
	0.0
	0.0

	
	4 
	絵本やお話が好きである。
	63.2
	23.7
	10.5
	2.6
	0.0

	
	5 
	先生や友達の話をよく聞いている。
	18.4
	50.0
	26.3
	5.3
	0.0

	
	6 
	友だちや命あるものに思いやりの気持ちをもって接している。
	31.5
	47.4
	21.1
	0.0
	0.0

	
	7 
	先生や友達とあいさつしている。
	18.4
	57.9
	21.1
	2.6
	0.0

	園・先生の様子
	1 
	子どもが安心して通える幼稚園である。
	76.3
	23.7
	0.0
	0.0
	0.0

	
	2 
	一人一人の発達に沿った援助（指導）がなされている。（子どもの発達がよくわかる）
	68.5
	26.3
	2.6
	0.0
	2.6

	
	3 
	子どもの良いところを認め励ましている。
	76.3
	18.4
	5.3
	0.0
	0.0

	
	4 
	子どもが楽しんで遊べる環境づくりに努力している。
	84.2
	15.8
	0.0
	0.0
	0.0

	
	5 
	子どものことについて何でも相談しやすい雰囲気がある。
	63.2
	34.2
	2.6
	0.0
	0.0

	
	6 
	教育目標「心豊かに幼稚園生活を楽しみ，自己発揮する子どもの育成」の実現に努めている。
	50.0
	47.4
	2.6
	0.0
	0.0

	
	7 
	園の保育参観や懇談会，幼稚園だよりやホームページなどから，園の取組や大事にしていることや子どもの様子がよくわかる。
	60.5
	36.8
	2.6
	0.0
	0.0

	連携
	1 
	早寝早起き朝ごはんなどの望ましい生活習慣が身につくよう努力している。
	55.4
	36.8
	2.6
	2.6
	2.6

	2 
	3 
	幼稚園は，家庭と連携し，子どもの成長を支えている。
	73.7
	23.7
	2.6
	0.0
	0.0

	
	4 
	園行事（参観・懇談など）に参加しやすい。
	63.2
	34.2
	2.6
	0.0
	0.0


3． 自己評価

「豊かな経験を通し，主体的に遊ぶ子どもの育成」について

「一人一人の発達に添った援助がされている」「子どものよいところを認め励ましている」等でアンケートでよい評価をいただいており，教員が一人一人の子どもを大切にし，その成長を支えていきたいと願っていることが十分に理解されています。また，「子どもが楽しんで遊べる環境づくりをしている」については１００％があてはまると評価していただき，豊かな経験を通して保育が行われています。「友達と遊ぶことが好きである」についてもよい評価をいただきました。また，異年齢でかかわる保育を大切にしてきたことで，年下の人に思いを寄せてかかわる姿や，年長児に憧れる姿などが子どもたちの中に見られるようになり，人を思いやる気持ちも芽生えつつあると教員はとらえていますが，「友だちや命あるものに思いやりの気持ちをもって接している」のアンケート項目はやや低い評価になっており，子どもたちの姿を保護者により丁寧に伝えていくことが今後の課題であるととらえました。

「コミュニケーション能力の育成」について

コミュニケーション能力の育成として，西院幼稚園では親子で絵本を楽しむことに取り組んでおり，絵本１００冊の達成や，親子絵本貸出，また絵本ボランティアの募集などをしています。保護者の方も協力的で，家庭でも親子で絵本を楽しむことを意識しています。「絵本やお話が好きである」のアンケート項目でも85％以上があてはまるとよい評価をいただいています。しかし，言葉で表現する意欲や，相手の話を聞く態度などについては，「先生や友達とあいさつしている」「先生や友達の話をよく聞いている」のアンケート項目からも分かるように，今後，家庭と連携しながらより重点的に取り組んでいく必要があると考えています。

「多様な動きの獲得や体力・運動能力の基礎を培う保育の実践」について
幼稚園では，文部科学省が昨年出した「幼児運動指針」を意識して保育に取り組んでします。様々な遊びや生活の中で体を動かすことを楽しみつつ，多様な動きの獲得や，体力・運動能力の基礎を培いたいと，戸外での遊びや遊戯室での体を使った遊びに取り組んでいます。「体を動かして遊ぶことが好きである」は95％があてはまると回答していただきました。保育の成果が出ているととらえました。一方で，教員からは多様な動きの獲得と，運動能力とのつながりの意識をもっと高めていきたい，今後より研鑽に努めたいとの意見が出ました。

また，子どもたちが「体を動かして遊ぶこと」と，「望ましい生活習慣」は車の両輪の関係ですが，90％以上の保護者が，家庭でも望ましい生活習慣が身につくように努力いていただいており，保護者との連携も十分に図れているととらえました。
4． 学校運営協議会の皆様から

· 運動会などの子どもたちの姿から，一人一人が大切にされ，成長してきていることがよく
分かりました。今後も，最後までやりきる姿勢や繰り返し楽しむ姿勢などが保育の中で展開さて行くことが大事だと思います。また，子どもの主体性については，幼稚園の先生方が具体的にその姿を周りの大人に伝えていくことが大事ではないでしょうか。
· 幼稚園では様々なことに取り組み，子どもたちが心を豊かにしています。子どもたちが多
様な経験をすることと同時に，大人たちも一緒に心を動かし子育てを楽しんでいくことが子どもたちの成長には重要だと思います。

· 絵本ボランティアにつては，小学校のＰＴＡとも連携してはどうでしょうか。

· 西院幼稚園の子どもたちの育ちを地域でも見守っているということをもっと保護者の皆
さんに感じてほしいと願っています。地域の民生委員さんなどに園の行事等をお知らせすることで，地域の子育て支援ともつながっていくと思います。
